
テレワーク普及展開推進事業

● 「新たな日常」におけるテレワークの定着を図るため、テレワークを導入しようとする企業等に対する
相談支援やテレワークに関する普及啓発を実施する。

（事業主体） 民間企業（通信事業者、ベンダ）等
（事業スキーム） 調査研究（請負）、実証事業（請負）
（計画年度） 令和元年度～令和７年度

■施策の概要

① テレワーク・ワンストップ・サポート（継続、厚生労働省と連携して実施）

・テレワークマネージャー（テレワークのセキュリティ、ICTツール、労務管理に係る

専門家）が、テレワークの導入・改善を検討している企業・団体の希望に応じ、

無料 コンサルティング（Web・訪問）を実施。

・各地域にテレワークの一次相談窓口を整備。

② テレワーク月間における普及啓発（継続）

・11月を「テレワーク月間」とし、テレワークに関する様々な情報を発信。

・テレワーク先駆者百選表彰の基準を見直し、ICTの利活用により、質の高い

テレワークを実施している企業等を表彰。
テレワーク月間ロゴ

テレワーク先駆者
百選ロゴ

テレワーク・サポートネットワーク

令和５年度当初予算（案） 255百万円
(令和４年度当初予算 261百万円 令和４年度第２次補正予算 205百万円)



「東北地域デジタル化推進関係省庁等連絡会」の発足

 中小企業等のデジタル化推進のため、デジタル化関連施策を有する国の行政機関及び
東北経済連合会との間で「連絡会」を発足（令和4年5月17日に局長級のキックオフ会合開催）。

 各省庁の支援施策や企業ニーズの情報共有・意見交換を行い、官民連携による効率
的・効果的な施策展開や支援活動等に努め、東北地域のデジタル化・ＤＸを促進する。

（民間団体）

・東北経済連合会※

（関係省庁）

・東北総合通信局※

・東北農政局

・東北経済産業局※

・東北地方整備局
・東北運輸局

（オブザーバー）
・東北財務局
・仙台国税局
＋ 東北６県、新潟県

１.「連絡会」開催による企業等向け支援施策等の情報共有
企業向け支援施策やセミナー等の取組状況、企業ニーズ等の共有

２.「合同セミナー」等による企業等への施策ＰＲ
企業等への施策情報提供

３.企業相談の省庁横断的サポート
参加機関へのつなぎ、共有によるワンストップサポート

構 成 員 活動内容

R4.6.1 連絡会（部課長級）
各省施策の共有等

R4.7.1 東経連×各省合同セミナー
R5.3.1 東経連×各省合同セミナー

※事務局

スケジュール
＜キックオフ会合の模様＞



ICT活用による地域課題解決マッチング

 東北総合通信局では、平成２９年度から、自治体の地域課題をICTの活用を通じて解決できるよう、
自治体から地域課題を公募し、それに対するICTを活用した解決案を企業等から提案してもらい
それらをマッチングする取組を実施。

 今年度においても、地域課題マッチング実施に向けて準備中。

＜マッチングのイメージ＞

自治体
公募により提出のあった
地域課題

公募で提案のあったＩCT
による課題解決案

民間企業
・大学等

マッチング

ICTソリューション導入

〈スケジュール（令和４年度の例）〉

・マッチング会
（Weｂ 1～３月)

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

・自治体からの地域課題応募(9/7-10/28)
・マッチング会実施説明 (適宜)

・企業からの地域課題解決案公募 (12/14～1/27）
・応募自治体による企業等向けプレゼン（動画公開）

〈令和４年度実施状況〉
地域課題名 解決案提案企業・団体

岩手県金ケ崎町 ①除雪機械の自動運転化

富士通Ｊａｐａｎ株式会社岩手支社
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社東北支社
東日本電信電話株式会社岩手支店

宮城県多賀城市
②町内会活動を支える人材の確保・育成 富士通Ｊａｐａｎ株式会社宮城支社

東日本電信電話株式会社宮城支店
大日本印刷株式会社③デジタルデバイド の解消

(注)マッチング後の状況はフォローアップ中



「SPARK！TOHOKU 2022 Startup Pitch」の開催

 東北のICTスタートアップを支援するため、「起業家甲子園・起業家万博」の東北地区大会として

「SPARK! TOHOKU 2022 Startup Pitch」を開催。

 起業を目指す学生及び起業家に、最前線で活躍するスタートアップ及びベンチャーキャピタリスト等

の専門家からメンタリング（助言・指導）の機会を提供し、協賛企業等とのマッチングの場を設ける。

日時等

主 催

各 賞

令和４年度東北総合通信局長賞受賞者

スケジ
ュール

令和4年12月16日（金）13時から17時まで （於仙台市） ※オンライン配信

SPARK! TOHOKU 実行委員会（構成員は、以下のとおり。）
仙台市、会津若松市、郡山市、滝沢市、八幡平市、山形県、国立大学法人東北大学、
公立大学法人会津大学、エイチタス株式会社、一般社団法人EO North Japan（EONJ）、
フォーアイディールジャパン株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、
総務省東北総合通信局

NICT賞、東北総合通信局長賞、仙台市長賞、EO（Entrepreneurs’Organization）賞、
NTTドコモ賞、KDDI賞、三菱UFJ銀行賞、生活協同組合連合会コープ東北サンネット賞

令和4年 8月 5日 出場者の募集開始
10月 3日 募集締切り
10月26日 出場者決定
11月12日 ブラッシュアップセミナー（オンライン）
12月16日 SPARK! TOHOKU 2022 Startup Pitch

令和5年 3月 7日 起業家甲子園
3月 8日 起業家万博

起業家甲子園部門：
看護師の職業価値観研究所

平山 英幸 氏

起業家万博部門：
Golden Field

金野 利哉氏

※ 両部門ともＮＩＣＴ賞は該当なし。



スタートアップ創出型萌芽的研究開発支援事業

● 先端的な ICT の創出・活用による次世代の産業の育成のため、異能vationで培った全国各地・各分野
の支援機関ネットワークを活用し、官民の役割分担の下、芽出しの研究開発から事業化までの一気通貫
での支援を実施。

（事業主体） 個人、企業（スタートアップ) 等
（事業スキーム） 研究開発（委託）、調査・検討業務（請負）
（計画年度） 令和５年度～

令和５年度当初予算（案） 300 百万円（新規）

中核拠点と支援機関
ネットワーク

(凡例)
金融：金融機関

地公体：地方公共団体
総通局：地方総合通信局等

V.C. 等：ベンチャーキャピタル・
インキュベーターアクセラレーター
企業：地域企業、先端的 ICT 企業等

ICT 研究： ICT に関する大学、研究機関等
領域研究：現場領域に関する大学、研究機関等

その他：NPO、その他の法人等

地公体
企業

ICT研究V.C. 等

金融

領域研究

総通局

中核
拠点

企業 ICT研究
V.C. 等 その他
領域研究

総通局

企業
領域研究

[ 官民の適切な役割分担・連携により、芽出しの研究開発から産業化まで一気通貫で支援 ] 

主
な
取
り
組
み

① 地域創生、地域の社会課題の解決のための共同型研究開発
 中核拠点において設定した複数の課題について、複数組織が連携して共同研究開発を実施。

② 中核拠点と支援機関ネットワークによる研究開発から事業化までの支援
 中核拠点を結節点として、研究初期から地公体等のステークホルダーやインキュベーター等による支援機関ネットワークを

構成し、より有用な研究成果の創出を促すとともに、同成果に基づくスタートアップ立上げや事業化に向けた支援を促進。
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